
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 第１７８９回  ２０２２年６月９日（木）≪週報≫ 

 
                             秦野名水ロータリークラブ 

                               秦野商工会議所１２：３０ 

                                                                                                                                            

１．点  鐘 

２．合  唱 「我等の生業」 

３．お客様の紹介 

・第７グループガバナー補佐 大屋
オ オ ヤ

富
トミ

茂
シゲ

 様（秦野名水ＲＣ） 

  ・次年度第７グループガバナー補佐 萩原
ハギワラ

庸
ノブ

嘉
ヨシ

 様（伊勢原ＲＣ） 

４．会長の時間 

              〇先週の理事会の報告をさせて頂きます。 

               １．6月 30日納会（夜間例会）について 

                 場  所：チャイナガーデン 

                 費  用：親睦活動費で賄う（個人負担 なし） 

               ２．書記について  

今年度で契約解除になりました。 

 

   ３．外国コイン募金箱設置について 

6月 17日、タウンニュースに掲載 

費  用：１１０，０００円 国際奉仕委員会予算より支出  承認 

※タウンニュース社のご厚意により、時期は未定ですが、募金箱設置の記事を 

 掲載して頂きます。 

    ４．クラブ所有のデスクトップパソコンについて 

      平成２６年購入のパソコンです。次年度の活用を含め、ノートパソコンに 

買い替える。                        承認 

予  算：１４９，６００円 ロータリー基金より支出、その後スマイル 

      基金より戻す。 

    ５．その他 

      新入会員の会費について:年会費は通常・特別会費は初年度のみ免除 承認 

 

 

 

 例会場 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

 事務所 秦野市平沢 2550-1 秦野商工会議所内 TEL(0463)81-1355 

例会日 毎週木曜日 12 時 30 分～13 時 30 分 

会長 鈴木和夫  幹事 山谷洋子  会報・雑誌・IT委員長 原恵美子 

2021 年～2022 年度国際ロータリー会長 

 シェカール・メータ 

 

奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために 



  〇「名経営者の名言」今回は「逆境を跳ね返す勇気の言葉」元伊藤忠商事 会長・ 

社長丹羽宇一郎さんの言葉をご紹介したいと思います。 

（創業・１８５８年 設立・１９４９年（昭和２４年） 現在の取締役は 

岡藤正広さん 社員数・４，２００名） 

    『トップは真っ先に苦しみ、最後にいいおもいをする』 

    ★悪い情報を隠さないことが、問題解決のスタート 

      １９９８年に伊藤忠商事の社長となった丹羽宇一郎は、隠されていた危機に 

愕然とした。調査した結果、３９５０億円もの特別損失（本業と直接関係のない 

ところで生じた損失 特損。）があったのだ。 

 もちろん 1期だけで出た損失ではない。バブル経済の頃、土地や建物、株式や 

海外物件などに多額の投資を行ったことの負の遺産の積み重ねだった。 

 それにして膨大な含み損だ。一気に処理すれば巨額の赤字を計上することにな 

り、トップの責任問題ともなる。少しずつ処理し、景気が回復するのを待つ経営 

者も少なくなかった。 

 「一気にやれ」というか「少しずつやれ」と言うのかは、トップの決断一つで 

ある。判断を間違えれば百数十年の歴史を持つ会社が潰れ、何百万人という社員 

とその家族を路頭に迷わせる可能性もある。景気が良くなるのを祈りつつ先送り 

して、少しずつ処理していくか？そうすれば自分が社長でいる間に汚名を着るこ 

とはない。 

 丹羽は２か月、悩み抜いた。その末の結論が「一気にやる」だった。「3950億 

円の特損がある」という 99年の発表を、幸い市場は評価してくれた。株価も上 

がった。何よりよかったのは経営陣が社員や社会にたいして嘘をつかなかったこ 

とだ。そのことによって、経営陣も社員も会社も明るくなったという。 

    ★私心を捨てればやるべきことが見えてくる 

      3950億円もの特損処理を行ったことで、2000年 3月期は単体で 1630億円の赤 

字となった。丹羽はケジメをつける意味で「当分タダ働きをする」と無報酬を宣 

言している。丹羽と社長の 2人が報酬を返上、役員の「我々も」という申し出に 

ついては気持ちだけ受け取っている。「トップというのは、社会が苦しい時は真 

っ先に苦しみ、順調な時は最後にいい思いをする」という考えからだ。 

 不良資産を一気に処理、財務体質が改善されたこともあり、翌年度の連結決算 

は純利益 705億円と、過去最高益を達成することとなった。 

 「権腐 10年」という。どんな権力者でも長く権力の座にいると腐敗するとい 

う戒めの言葉だ。あるいは、米国の一部の企業経営者が強欲と呼ばれるのは、倒 

産寸前の企業にあっても平然と何十億ドルもの報酬を手にするからだ。丹羽はそ 

の正反対である。「自分がトップでいるうちは」とか「花道を飾りたい」などと 

考えず、社長としての役割は「掃除屋」だと腹をくくり、私心を捨てて社会の再 

建に全力を注いだ。 

    ★リーダーズ・アドバイス 

      一部の経営者たちの、企業家としての責任より欲を優先する姿勢には飽きるほ 

かない。上に立つ人間には卓越した能力に加え、倫理観や人間力も求められる。 

５．幹事報告 

【ガバナー事務所より】 

①2023年メルボルン国際大会のご案内資料 

【受付文書】⇒無し 

【例会変更】⇒無し 

【本日の配布物】 

 ・ガバナー月信６月号 

 

 

 



６．記念日 

    ・入 会 記 念 日 東島さん（6/9） 

    ・会社創業記念日  

    ・御結婚記念日  

    ・御誕生記念日（会 員） 

            （配偶者） 

 

７．スマイル報告 

  〇第７グループガバナー補佐  大屋富茂様（秦野名水ＲＣ）「本日は次年度ガバナー 

補佐 萩原様と引継ぎのご挨拶にお邪魔させて頂きました。今年度同様 よろしく 

お願い申し上げます。」 

  〇次年度第７グループガバナー補佐 萩原庸嘉様（伊勢原ＲＣ）「次年度、ガバナー 

補佐をおおせつかりました萩原です。今月中までは、補佐の研修期間ですので、 

頑張って勉強しております。来月から宜しくお願い致します。」 

   〇鈴木和夫さん「次年度第 7Ｇガバナー補佐 萩原庸嘉様ようこそおいで下さいまし 

た。次年度は宜しくご指導の程お願い致します。」 

   〇山谷洋子さん「次年度ガバナー補佐萩原庸嘉様、ようこそおいで下さいました。 

本日はどうぞ宜しくお願い致します。」 

   〇北村まり子さん「スマイルします。」 

   〇古谷スミ子さん「大屋ガバナー補佐尽力有難うございました。萩原次年度ガバナー 

補佐お世話なります。どうぞよろしくお願いいたします。」 

   〇神崎達朗さん「萩原次年度ガバナー補佐ようこそ一年間よろしくお願いします。」 

   〇桐山晃忠さん「いよいよ今月で２０２２年度も終わりになりますね。皆様本当に 

    ご苦労様でした。来年も頑張りましょう。」 

   〇原郁夫さん「田植えも終わりました。日焼けもよくして真黒になりました。萩原 

    さんようこそ。」 

   〇原恵美子さん「田植えが終わりホットしました。腰を痛めていた為、何も出来ず 

とても残念でした。しかし、秋までの管理はしっかりやっていく予定です。 

しっかり出来るといいのですが・・・・心配です‼ 」 

   〇東島礼美さん「今年も残りわずかとなりました。今日は入会記念日でした。急がし 

    いです。スマイルいたします。」 

   〇福原美千加さん「先週、水、木、金、３日間のウオーキングツアーに行って来ま 

した。北国西街道（善光寺街道）洗馬から麻績宿までの旧道計 64㎞を歩きました。 

先週の例会前準備におわれ、欠席連絡をすっかり忘れました。本当に申し訳ありま 

せんでした。」 

   〇淵脇美代子さん「いよいよ梅雨に入りました。マスクが息苦しいですが、冷感マス 

ク等でがんばっています。」 

   〇諸星道治さん「次年度第７グループガバナー補佐萩原様ようこそ名水ロータリーク 

ラブへ、次年度のガバナー補佐杯楽しみにしています。」  合計５３，０００円 

８．出席報告 

  〇会員数 １５名、〇会員義務 １５名、〇出席数 １３名、〇出席率 ８６．６％ 

９．地区委員会報告⇒無し 

 

10．委員会及びその他の報告⇒無し 

 

 

 

 

 

 



 

11．新旧ガバナー補佐よりご挨拶 

  〇第７グループガバナー補佐 大屋富茂様 

               昨年度 7月小山ガバナー補佐から引き継ぎまして、1年 

               間本当に早いものだなと思っております。 

               この一年間病気もせず過ごさせて頂き感謝しておりま 

す。今期田島ガバナーの方針により、ポリオデーが前半 

にありました。後半は、ＩＭに代わりロータリー奉仕デ 

ーという事で皆様方のご協力を頂きました。グループ幹 

事としての神崎さん・ホストクラブとしての会長・幹事 

   ・奉仕デーの正副実行委員長・講師の林文子さんをご紹介して頂いた北村まり子さん

全員の参加を頂いて無事終了することが出来ました。この一年間勉強させて頂きま

した。充実した一年だったなと思いました。次年度、すばらしいグループ活動をし

て頂けると思っております。 

 

   〇第 7グループ幹事 神崎達朗さん 

    秦野名水ＲＣの皆様方にはご尽力いただきました。 

    ご苦労様でした。ロータリー奉仕デーでは、全員 

    参加して頂き本当にありがとうございました。 

    楽しい一年を過ごさせて頂きました。 

    ありがとうございました。 

 

   〇次年度第７グループガバナー補佐 萩原庸嘉様 

 

               次年度ガバナー補佐という事でここに来させて頂きま 

した。第７グループガバナー補佐は輪番制になっており 

6年で、回ってくる予定でしたが、今回 4年で来てしま 

いました。宜しくお願い致します。 

 

 

 

12．クラブ協議会（１年間の活動報告） 

 ●本日クラブ協議会という事で 1年間の活動報告をしていただければと思います。 

 

  〇クラブ管理運営委員会     山谷洋子幹事 

    方針：各委員会の担当者と連携を図り年間通して円滑に事業ができるように努力 

    致します。クラブ活動の根幹である例会がスムーズに進行するように努めました。 

    活動内容：例会が明るく楽しく充実するように努め、すべての行事に会員が参加 

    できるよう努力致しました。会員相互の親睦が深められるよう努めました。 

   ※できたかどうかわかりませんが、一年間有難うございました。 

 

  〇親睦活動委員会  原郁夫委員長 

    委員の皆様には大変申し訳ございませんでした。会長には相談しましたが、独断 

    で決めてしまいました。委員会を開いておりません、申し訳ございません。 

    人数も減ってしまい、親睦の回数も少なくなってしまったこともお詫びいたしま 

す。人数も減って財政も苦しいという事で、会費を徴収して頂きクラブから少し 

補助金を頂いた程度で皆様にご負担させてしまいました。前年度できなかった 

神崎年度との歓送迎会、クリスマス例会、今年度最後に納会を行う予定です。 

納会はクラブ予算で行います。一年間ありがとうございました。 

 



 

 

  〇プログラム委員会       大屋富茂委員長 

    方針：年間計画に基づき、プログラムのスムーズな遂行に努める。 

    コロナの関係で、ズーム例会になったり、会長・幹事大変苦労されたと思います。 

    会長・幹事の方針により、スムーズな例会が出来たと思っております。 

    プログラムの変更等は、事務局から丁寧に送信して頂きましたので、各例会 

    はスムーズに行われ、一年間有難うございました。 

 

  〇出席委員会  古谷スミ子委員長 

    皆さんのおかげで滞りなく出席の報告が出来、８０％を割る事もありました、 

    １００％の時もありました、皆さんのご協力で出席報告が出来たという事は、 

大変ありがたい事だと思っております。 

来年度のためにもう一度申し上げておきます。欠席の時は事前にご報告を頂きま 

すよう次年度に向けてお願いをします。ご協力して頂き誠に有難うございました。 

 

  〇スマイル委員会   諸星道治委員長 

    方  針：本年度のスマイル目標は、1,200,000円という事でした。 

今年度は皆様から多額のスマイルを頂き目標より・・万円多く頂きまして、 

すごく余裕のあるスマイルを頂いたと思います。基金にして有効に使って頂きた 

いと思っております。活動内容の会員記念日は、会長・幹事が決められて会員に 

贈られて良かっと思います。今年度は本当に有難うございました。 

 

  〇会報・雑誌・ＩＴ委員会     原恵美子委員長 

    会長に写真を撮って記録して頂ければと言われまして、それに従ってクラブの例 

会等をわかりやすく記録する事を重点に活動してまいりました。一年間有難うご 

ざいました。 

 

  〇ソングリーダー  福原美千加委員長 

    全員が楽しんで大きな声で唄えるような指揮を心がけるという事で一年間やら 

せて頂きました。難しく合わせずらい曲もあり家で練習なでどしました。皆様 

楽しんでいただけましたでしょうか一年間有難うございました。 

 

  〇会員組織委員会 鈴木会長 （酒井健一さんご逝去の為） 

   方  針：会長の方針に沿って各委員会と連携し、楽しいクラブにするための方策

を考え実行する。 

    活動内容：１．会員同士で例会を楽しくする事を考え、積極的に参加する。 

         ２．対外的な活動に大いに参加し、皆さんに名水ＲＣを知ってもらえる 

ようにする。 

 

  〇会員増強・会員維持委員会   大屋富茂委員長 

   結構歩きましたが、ただ歩き方が偏っている、以前やめた会員等でなかなか集まら 

なかった。反省でございます。新しい人を会員全員で見つけ出していくのが必要で 

す。例会時間・会費の問題会員が少ないとどうしても会費が高くなる。会員増強と 

戦略計画委員会で検討していかないと、これからますます厳しい。皆様のご協力を 

お願い致します。 

 

 

 

 



  〇会員選考・職業分類委員会   原郁夫副委員長 

   増強委員会からご報告がありましたが、諸星利男委員長・原郁夫副委員長で報告を 

   待っておりましたが、残念ながら上がって来ませんでした。今後ともよろしくお願

いいたします。 

 

  〇公共イメージ向上委員会  桐山晃忠委員長 

   方  針：公共イメージと認知度の向上を優先させアピールする。 

        各委員会で、率先してやって頂きました。良かったなと思います。 

   タウンニュウースへの掲載がいつもより多かったのかなと思います。（鈴木会長） 

 

  〇奉仕プロジェクト委員会  古谷スミ子委員長 

   私たちの心の中に奉仕の理想という羅針盤を持って奉仕委員会を進めて頂ければ 

   ありがたいと思っております。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13．点  鐘 


